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明けましておめでとうございます。 

2022 年は、コロナもさることながら国際情勢が緊迫し、国内政治もその影響を多分に受けてきまし

た。ささやかな「土木と市民社会をつなぐ」CNCP活動も無縁ではいられないと感じるこの頃です。 

 さて表題の「適疎（てきそ）」という言葉ご存知でしょうか？ 

CNCPでは、賛助頂いている中堅ゼネコンの方々と「社会的課題に建設業がどのようにかかわるか」

という小さな研究活動を行ってきました。そして現在取り組んでいるテーマが「“適疎”な地域づくり」。

この通信を皮切りに様々な情報を発信し、皆さんにも議論に加わって頂くことを希望しています。 

「適疎」は、過密でもなく、過疎でもない、適度に疎らな状態をいう“造語”ですから、辞書にも載

っていません。私の知識もまだ付け焼刃・・・自分の言葉を持ち合わせていないので最初に引用させて

頂いた参考文献から紹介します。 

 １）「コミュニティデザインの時代」山崎亮 中公新書 2012.9 

  ２）適疎とは？ 無印良品 くらし研究所コラム ネットより 

 ３）毎日新聞 社説 2022.1.15 ネットより 

 ４）NHK札幌 ほっとニュース 2022.1.28 ネットより 

 ５）「“働き方の変革”で過疎地域は変わるのか」北海学園大 浜田武士教授 ネットより 

 ６）Yahoo!ニュース ちょうどよい「適疎」の町へ―― 北海道東川町、人口増の秘密 ネットより 

 山崎亮氏が本書 1)で、「適疎」を目指して・・・と書いたのが、既に 10年前ですから、昨日今日の話

ではありません。でも「適疎」が脚光を浴びてきたのは、やはり「コロナ過」で東京への流入人口に変

化が見え、地方移住も進んでいるという報道が見られるようになってからと思います。しかし、ことは

そんなに簡単ではありませんね。東京一極に人口が集中してきたのは、そのメリットが巨大であって通

勤ラッシュなどのデメリットをはるかに凌ぐからでしょう。もちろん東京一極集中は、長期的に見て拙

いことは明らかであり、長年にわたり国土計画として、首都機能移転、地方創生など数多の政策に真剣

に取り組んできたことも周知のとおりです。しかし怒涛の如く進む一極集中とそれを享受する経済活動

を全国に分散して配置しようとするパワーが足りなかったというとことでしょうか。ではどうするか？ 

浜田武士教授の論文 5)の中から「過疎地域にこそ必要な多様な働き方」の一部を拝借します。 

 「・・・首都圏には集積が集積を生む強い集積構造が働いている。企業の本社や首都機能を分散させ

る奇策がない限り、人口を地方に分散させようというのは現実的ではない・・・ならば、東京一極集中

の是正を目的にするのではなく、少しでも地方に移り住みたいと考える人たちがスムースに移住できる

社会を構想する方が無理のない話かのように思える・・・。」 

 人口減少化での地域再生はとてつもなく難しい課題と思います。しかし、アフターコロナの有力な知

恵である「“適疎”な地域づくり」は、その成り立ちからしても主役は地域住民であり、賛同する各地域

の連携による全国的な運動に発展させていくことで“大化け”するのではと考えます。 

説明の順序が逆になりましたが、「適疎な地域づくり」のトップランナーである、人口が増え続ける小

さな町、「適疎」をめざす北海道東川町の松岡町長が語っている記事「人口増の秘密」6)を引用します。 

「東川町は、“過疎”ではなく、人口 8000〜1万人のあいだで、ちょうどよい“疎(そ)”のある “適疎”
の町をめざしています。東川らしい暮らしというのは、“疎”があること、つまり間(ま)があることだと

思います。都市とは違うゆとりのある空間と時間、そして顔の見える仲間との関係性があることが、こ

れからの暮らしの豊かさになるのではないでしょうか。」 
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https://www.muji.net/lab/living/210630.html
https://mainichi.jp/articles/20220115/ddm/005/070/106000c
https://www.nhk.or.jp/hokkaido/articles/slug-n378b14158263
https://www.nett.or.jp/nett/pdf/nett113.pdf
https://news.yahoo.co.jp/feature/906/

